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Educational practice on undergraduate program 
-Part 2. Analysis of class based on business solutions and collaboration between 
faculty and university staff- 
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This report is to grasp the attitudes of students to the theme and how they grapple with 
the problems, and the factor that facilitated their motivation.  
As a result, it was shown that students exerted their efforts to solve the issue on a 
voluntary basis. When it is difficult to have workshop-style classes to enhance students’ 
abilities, it is also efficient to cooperate positively with other classes. Therefore, collaboration 











































































































































































































































図 1 学生たちのコスト検討ＰＰＴ（一例） 
 





































































日 時 内 容 
１回目(12/4) 12/1 結露と換気 
２回目(12/11) 12/8 断熱と気密 
３回目(12/18) 12/15 開口部と省エネ 
４回目(12/25) 12/24 凍結と凍上 
５回目(1/8) 1/5 屋根雪処理(落雪・載雪・融雪・雪庇・巻垂れ・つらら) 
６回目(12/15) 1/19 住宅地の雪問題(除雪・排雪・配置)
７回目(12/22) 1/26 都市の雪問題(除雪・排雪) 
 
 
図 3 他科目で学んだ知識の活用ＰＰＴ（一例） 
 
 
図 4 ＣＡＤを活用したＰＰＴ（一例） 
 
3.まとめ 
本学科のプロジェクトスキルⅡで「学内の雪問
題を解決する」を課題としたＷＳをとおして、今後
の学生生活とりわけ勉学にも影響を与えている感
想がある。グループ 13 が最後にまとめとして、次
のように述べている（原文）。 
『大学の敷地内で発生する雪問題について調
査し、前回調査した問題点・疑問点や新たな
解決策などをグループ内で意見を出し合って
まとめました．降雪量が多い土地でも人が快
適に暮らしていける空間造りや建物の設計な
どを、これからも注目して学んでいきたい』 
である。本学科教育目標の一部に、「積雪寒冷地域
固有の問題を含めた建築計画手法や建築技術を修
得」を掲げているが、それに合致するものであり、
本科目・本テーマは有効的であると考えられる。 
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